
結論から全体を関連づけながら読み取らせる読みの指導

川本忠司

実践の趣旨

私のこれまでの授業は，教科書教材に挙げられている目標を意識はするが，児童の実態と必ずしも合

っていたかというとそうではなかったように考える。また，児童が課題をもつようになった指導上の

課題について明らかにしないままに授業を進めてきた。

そこで，本実践では，学力調査結果を活用・分析して児童のつまずきを把握し，児童の課題，指導上

の課題を明確にして取り組むことにした。

授業プランを考えるにあたり，児童のつまずきを前学年に実施した平成 21年度 標準学力検査CRT

-II 三学期実施版から把握した。そして，児童の課題として正答率が低かった説明的な文章の段落ごと

に要点をまとめながら読み，段落相互の関係を考えながら内容をとらえることができているかどうかを

みる問題に着目した。問題については以下の通りである。

福山市立手城小学校
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【
出
題
の
趣
旨
】

段
落
ご
と
に
要
点
を
ま
と
め
な
が
ら
読
み
、
段
落

相
互
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
内
容
を
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

【
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域
】

C

読
む
こ
と
(
第
五
・
六
学
年
)

イ
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的

確
に
押
さ
え
な
が
ら
要
旨
を
と
ら
え
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こ
と
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自
然
に
よ
く
適
応
し
た
習
性
や
能
力
に
合
う
も
の

を
二
つ
選
び
、
そ
の
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

わ
た
り
に
は
危
険
が
つ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヒ
ナ
を
育
て
る
の
に
よ
い
季
節
で
あ
る
こ
と
。

冬
に
は
エ
サ
が
不
足
す
る
こ
と
。

毎
年
同
じ
時
期
に
わ
た
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

星
や
太
陽
を
手
が
か
り
に
方
向
や
位
置
を

知
る
こ
と
。

ウイオ エ

4 

正答率エ 正答率オ

全国 57覧 79出

本校 53覧 80九

差 -4 +1 

(1)調査結果からみる児童の課題

この問題で関われている「自然によく適応した習性や能力Jが書かれている段落は結論である。そ

のため，この問題を解くためには文章の構成をとらえ，文章全体から読み取ることが大切である。ま

た， r自然によく適応した習性や能力」とは，筆者の主張点であり，わたり鳥の説明を抽象したキーワ

ードである。そのため，そのキーワードに関する具体例が述べられている段落をつなげながら読み取

らなければいけない

そこで，この調査結果からみえてきた児童の課題は， r事実と意見との関係、を考えながら内容をとら

える力Jと考えた。

(2 )調査結果からみる指導上の課題

この調査結果から考えられる指導上の課題としては 2点ある。
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①筆者がどのような判断や主張をしようとし，どのような事実を挙げて理由や根拠としているのか

などを区別して押さえる指導が不十分であったということ。

②結論にある言葉が，どの具体を抽象化しているのかを考えながら読み取る指導が不十分であ

ったということ。

そこで，これらの指導上の課題を改善するポイントとして， r結論から全体を関連づけながら

読み取らせるJことと考え，実践を行うこととした。

2 実践の概要
単元を構想するにあたり，指導上の課題を改善するポイントに挙げた「結論から全体を関連づけ

ながら読み取らせるj指導上の工夫として 2点考えた。

①事実(具体)と意見(抽象)を手がかりとして文章全体の構成をつかませる。

②結論にある言葉が，どの具体を抽象化しているのかを読み取らせる。

これらの指導上の工夫を取り入れ，ここでは， w生き物はつながりの中に~ (光村図書6年)の

教材について， r筆者の主張に対する自分の考えをまとめ，交流するj言語活動と「具体化j という

考える場を設定し，実践を行った。

(1)単元名 あなたは他も大切であるという気持ちになれますか?

~文章と対話しながら読み，自分の考えをもとう~

( 2)単元の目標

国語への
読むこと

伝統的な言語文化と

関心・意欲・態度 国語の特質に関する事項

-筆者の主張に対する自分の考 -文章の構成から事実と意見との -文や文章にはいろいろな構成

えをもつために，文章を読も 関係について，自分の考えを明 があることについて理解す

うとしている。 確にしながら読むことができ ることができる。

る。

rc読むこと」の評価規準

国語への関心・意欲・態度 読む能力
言語についての

知識・理解・技能
一一一一一一一一一一一-------一一一一ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一-1

・筆者の主張について関心を I.筆者の考えが， どの具体例|・問題提起文，筆者の考えと

もち， 自分の考えをもった| の言葉を置き換えているの| 具体例から，文章の構成を

か読み取っている。(ウ)

.教材の文章構成や事実と意

見との関係を意識しなが

ら，筆者の主張に対する自

分の考えをまとめている。

(オ)

-友だちの意見文との共通点

や相違点から，自分の考え

を広げたり，深めたりして

いる。(オ)

(3)手立て~結論から全体を関連づけながら読み取らせるために~

①事実(具体)と意見(抽象)を手がかりとして文章全体の構成をつかませる。

(ア)一段落の「聞いJとその答えに当たるこから五段落，そしてそのまとめをしている六段落

というまとまりが，具体的な内容であることをとらえさせる。

めに文章を読もうとしてい

る。

理解している。

(イ(キ)) 

円。



(イ) (ア)で、読み取った具体的な内容をもって，筆者自身が一番主張したかった内容が，これ

までの具体的な内容とは違う抽象的な言葉によって七段落に述べられているという全体の

構成をとらえさせる。

②結論にある言葉が，どの具体を抽象化しているのかを読み取らせる。

(ア) 3つの具体例が書かれている段落に小見出しをつけ 3つの具体例をそれぞれまとめてい

る六段落と比較させる。そして，筆者の抽象的な言葉の根拠となる事実の内容を読み取ら

せる。

(イ)事実と意見との関係を読み取らせるために，筆者の考えにある抽象化された言葉が，どの

段落の具体例の言葉を置き換えたものかをさぐらせる。そこで r筆者が自分の考えを述

べるために 3つの具体例がいるのか。Jという中心発聞を設定する。そして，このよう

な疑問点を発問にすることでねらいでもある事実と意見との関係を探らざるを得なくし，

思考を深めさせる。

(ウ)事実と意見との関係を表にまとめさせ，そのつながりを判断させる。

(4)指導の実際(全8時間)

次

O 

学習内容(時数)
関|読 IIヨ

評価

評価規準
l 家庭学習

評価方法

-自分にはどのようなつなが10

りがあるのか考える。

-自分以外の他も大切にする

ことができるのか考える。

. ~感情~， ~生き物はつながり 10

の中に』を読む。

( 1 ) 

・文章と対話しながら読むこ

とについて話し合う。

-学習計画を立て，学習の見

通しをもっ。

-つながりから自分以外の他も|ノート

大切にすることができるの

か考えようとしている。

-筆者の主張について関心をも|行動観察

ち，自分の考えをもつために|ノート

文章を読もうとしている。

. ~あなたは他も大切であるという気持ちになれますか?'"文章と対話しながら読み，

自分の考えをもとう"'~を活動目標とする。
. ~感情』

①文章の構成をつかむ。

②筆者の考えと具体例との関係について読み取る。

. ~生き物はつながりの中に』

①文章の構成をつかむ。

②具体例に小見出しをつける。

③筆者の主張と具体例との関係について読み取る。

・活動目標について，学習したことを取り入れた意見文を書く 0

.自分が書いた意見文を友だちと交流する。
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感情(2) 

. ~感情』を読み，文章の構成 O -問題提起文，筆者の考えと具 ノート
文章の構成を

をつかむ。 体例から，文章の構成を理解
理解させる。

している。

-事実と意見との関係を読み O -筆者の考えが， どの具体例 ノート
事例と意見と

取る。 の言葉を置き換えているの
の関係を読み

結論にある言葉が，ど
か読み取っている。

取らせる。
の具体を抽象化して

いるのか読み取らせ

る。

生き物はつながりの中に

(3) 

. ~生き物はつながりの中に』 O -問題提起文，筆者の考えと具 ノート 文章の構成を

を読み，文章の構成をつか 体例から，文章の構成を理解 理解させる。

む。 している。

-具体例に小見出しをつけ， O 

⑥段落と比較する。 -筆者の抽象的な言葉の根拠と ノート

なる事実の内容を読み取っ

筆者の抽象的な言葉 ている。
の根拠となる事実の

内容を読み取らせる。

一 -事実と意見との関係、を読み
。

-筆者の考えが，どの具体例の ノート

取る。 言葉を置き換えているのか

結論にある言葉が，ど
読み取っているロ

の具体を抽象化して

いるのか読み取らせ

る。

-筆者の主張に対する自分の O -教材の文章構成や事実と意見 意見文
との関係を意識しながら，筆考えを書く。
者の主張に対する自分の考

四 教材の文章構成や事 えを書いている。

実と意見との関係、を

意識させる。

-書いた意見文を発表し，交 O -友だちの意見文との共通点や 意見文
五 流する。 相違点から，自分の考えを広

げたり，深めたりしている。

※太枠部分が課題となる力を特に育成する時間
(5)授業の様子
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①『感情Jl (プレ教材)

(ア)事実と意見との関係を読み取る(3/8) 

第六段落に書かれている筆者の考え(意見)がどの具体を抽象化しているのかを読み取ること

で事実と意見の関係をつかませる。[逆思考の読み】

第六段落〔筆者の考え〕 ①どんな感情も，生きていくうえで大切なもの

②さまざまな感情をもつことは，人生で起きる

さまざまな出来事に対応する力になる。s 
a 

-第六段落の①どんな感情，②さまざまな感情，さまざまな出

来事というキーワードが第三，四段落のどの具体を抽象化し

ているのか読み取らせる。

第三段落〔具体例 IJ
第四段落〔具体例 ll)

(イ)筆者の主張に対する自分の考えを書く

・文章と対話しながら読み，自分の考えをもたせるために，学習後に，筆者が第6段落で読者

に呼びかけている「多様な感情をもっ自分自身を認め，受け止めていきましょう。 Jから「認

め，受け止めていく」とはどういうことなのか，自分の考えを書かせた。

私
は
、
筆
者
の
茂
木
さ
ん
が
言
っ
た

「
多
様
な
感
情
を
も
っ
自
分
自
身
を

認
め
、
受
け
止
め
る
」
と
は
、
自
分
自

身
を
そ
ん
な
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ず
、

自
然
に
生
き
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う

意
味
だ
と
思
い
ま
す
。

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、
自
分
自
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

と
、
次
は
「
笑
う
」
と
か
決
め
る
の
で

は
な
く
、
「
感
情
」
と
い
う
の
は
自
然

に
出
る
か
ら
す
ば
ら
し
い
と
思
う
か

ら
で
す
。
二
点
目
は
、
感
情
を
自
然
に

表
す
こ
と
に
よ
っ
て
何
だ
か
私
自
身

が
う
れ
し
く
な
る
か
ら
で
す
。
不
安
に

な
る
と
、
友
だ
ち
が
は
げ
ま
し
て
く
れ

る
し
、
後
悔
を
す
る
と
相
談
に
の
っ
て

く
れ
る
家
族
や
友
だ
ち
が
い
て
、
笑
う

と
心
が
な
ご
む
し
、
楽
し
く
な
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
感
情
は
、
こ
の
世
に
な

い
と
い
け
な
い
も
の
で
、
生
き
て
い
く

上
で
大
切
な
も
の
だ
と
勉
強
し
て
分

か
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
茂
木
さ
ん
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

②プレ教材の学習を生かしたメイン教材の活用

『生きものはつながりの中にJl (メイン教材)

(ア)具体例に小見出しをつける (4/8) 

段落の中心文から 3つの具体例に小見出しを考え

させた。そして各班から出てきた具体例を短冊に書か

せ，班ごとの比較ができるように掲示した。

{具体例I]

-外から取り入れたものが自分の一部になるつながり

{具体例 II)

-変化・成長しながら，一つの個体として時間をこえ

[具体例III)

たつながり

-過去や未来の生き物とのつながり

(6/8) 
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第七段落に書かれている筆者の考え(意見)がどの具体を抽象化しているのかを読み取ることで

事実と意見の関係をつかませる。[逆思考の読み]

第七段落 〔筆者の考え〕 ①たったひとつのかけがえのない存在

②あなたは過去のすべてとつながり，未来へもつながっていく存在

③地球上の他の生き物ともつながっている(存在)

課題を解決する場面

:主張の3つの主張は，それぞれどの具体例のことを言っ

ているのか，また，その具体例が書かれているどこの文

章を指しているのでしょうか。

:筆者の主張にある「たったひとつのかけがえのない存在J

は， rあなたは，今日もあなたであり，明日もあなたであ

り続けるJということは，あなたはあなたというように

一生を通じてつながっているということだから，具体例

Eの「一つの個体として時間をこえてつながっているJ

の文章を指しているのだと思います。

C:筆者の主張の「過去のすべてとつながり，未来へもつな

がってし、く存在Jとは，キーワードである「過去Jr未来j

の内容が具体例皿の中に書かれているから，具体例Eの

「過去や未来の生き物たちとつながっているj の文章を

指しているのだと思います。

C:筆者の主張にある「地球上の他の生き物ともつながって

いる」は，具体例 Iの「外から取り入れたもの」を「他

の生き物」という言葉と同じ意味で使っていると思うの

で，具体例 Iの「外から取り入れたものが自分の一部に

なる」の文章を指しているのだと思います。

s 
第二・三段落〔具体例 IJ
第四段落 〔具体例II)

第五段落 〔具体例III)

-第七段落の筆者の考えの中にある具体を置き換えたキーワ」ド

が，第二段落から第五段落までのどの具体を抽象化しているのか

読み取らせる。

(ウ)筆者の主張に対する自分の考えを書く (7/8) 
・文章と対話しながら読み，自分の考えをもたせるために「あなたは他も大切で、あるという気

持ちになれますか?J という学習のゴールに対する自分の考えを書かせた。

私
は
、
中
村
さ
ん
が
述
べ
る
他
も
大
切
で
あ
る
と
い

う
気
持
ち
が
よ
く
理
解
で
き
る
し
、
共
感
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
私
た
ち
子
ど
も
が
親
に
怒
ら
れ
た
と
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
親
が
私
た
ち
を
大
切
に
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
子
ど
も
が
親
に
対
し
て
怒
り

を
感
じ
る
こ
と
は
、
そ
の
相
手
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
友
だ
ち
が
喜
ん
だ

と
し
ま
す
。
す
る
と
、
私
た
ち
は
友
だ
ち
の
喜
び
を
感

じ
、
い
っ
し
ょ
に
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
も
つ
こ
と
で
た

が
い
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
た
が
い
に
大
切
に
し
合
い
、
支
え
合
っ
て
生
き

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
中
村
さ
ん
が
述
べ
る
他
も
大
切
で
あ
る
と

い
う
気
持
ち
に
実
感
と
し
て
よ
く
理
解
で
き
る
し
、
共

感
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
呼
吸
を
す
る
に
は
酸
素
が
必
要
で
す
。
そ

の
酸
素
は
、
森
や
林
な
ど
の
木
々
が
作
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
森
や
林
を
作
る
に
は
木
を
植
え
る
人
も
必

要
だ
し
、
種
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
色
ん
な
生
き
物
と
つ
な
が
っ
て
い
な
け

れ
ば
今
の
ぼ
く
は
い
な
い
の
で
他
の
生
き
物
も
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。
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私
は
、
他
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
筆
者
の
意
見
に
同

じ
考
え
で
す
。

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
虫
や
魚
、
人

間
な
ど
の
生
き
物
は
、
そ
こ
に
し
か
い
な
い
た
っ
た
一

人
、
た
っ
た
一
匹
の
唯
一
の
存
在
だ
か
ら
で
す
。
例
え

ば
、
自
分
は
、
こ
の
世
の
中
に
二
人
い
る
で
し
ょ
う
か
。

自
分
と
全
く
同
じ
髪
型
で
同
じ
体
重
で
同
じ
性
格
の

人
間
は
い
ま
す
か
。
み
ん
な
同
じ
顔
、
同
じ
身
長
、
同

じ
体
重
、
同
じ
性
格
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
み
ん
な
一

人
一
人
ち
が
う
の
で
す
。
怒
り
っ
ぽ
い
人
も
い
れ
ば
、

怒
り
っ
ぽ
く
な
い
人
も
い
る
。
身
長
の
高
い
人
も
い
れ

ば
身
長
の
低
い
人
も
い
る
。
髪
が
長
い
人
も
い
れ
ば
、

髪
が
短
い
人
も
い
て
、
世
の
中
に
は
自
分
の
代
わ
り
に

な
る
人
な
ど
い
な
い
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
二
人

と
し
て
い
な
い
大
切
な
存
在
な
の
で
す
。

二
つ
目
は
、
そ
の
人
、
そ
の
動
物
の
祖
先
が
残
し
て

い
っ
た
大
切
な
命
だ
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
あ
な
た
は

自
分
一
人
で
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
か
?
あ
な
た
は
、
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
た
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
ま
た
、
祖
先

が
い
た
か
ら
あ
な
た
は
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
あ
な
た
は
、
祖
先
が
い
な
け
れ
ば
今
の
あ

な
た
は
い
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
私
は
、
こ
の
世
の
中
に
は
自
分
は
二
人

も
い
な
い
大
切
な
存
在
で
あ
り
、
私
た
ち
の
命
は
祖
先

と
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
る
意
味
の
あ
る
命
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

(エ)評価テストによる検証

-単元終了後の評価テストとその結果は以下の通りである。

評価規準:結論にある言葉が，どの具体を抽象化しているのかを読んでいる。

評価テスト:問題の本文府

固

天
然
の
パ
ル
プ
役
と
も
な
っ
て
い
た
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
実
の

こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
合
う
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

プ
ナ
の
木
が
天
に
向
か
っ
て
枝
葉
を
広
げ
て
い
る
こ
と
。

イ

プ
ナ
の
木
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
々
の
落
ち
葉
が

厚
く
積
み
重
な
っ
て
い
る
こ
と

ウ

大
量
の
雨
水
は
、

そ
う

ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
落
ち
葉
の
層
が

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
た
こ
と

ニE

落
ち
葉
の
層
の
下
の
地
中
に
あ
る
多
く
の
す
き
ま
に
雨
水

が
た
め
ら
れ
、
土
の
中
を
地
下
水
と
な
っ
て
少
し
ず
つ
谷
川

に
流
れ
込
む
こ
と

オ

ふ

梅
雨
の
長
雨
が
大
量
に
降
っ
た
と
き
で
も
、
川
の
水
か
さ

が
急
に
増
え
た
り
、

た
こ
と

は
ん
ら
ん
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
っ

太
田
威
「
ブ
ナ
の
森
は
緑
の
ダ
ム
」
(
抜
粋
)

平
成
十
三
年
度
版
日
本
書
籍
「
小
学
国
語
6
年
上
」
よ
り

一一… 一【分析】

【解答類型】
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率
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正
一
口

無解答

O 

評価問題

解答類型

割合(%)

n
h
u
 

n
h
v
 



という語葉を抽象化した事例を「川の水かさが急に増えたり，はんらんしたりすることがなかっ

たことJととらえたためと考えられる。

*選択肢エを選択した児童は， r天然のバルブ、役Jという語葉の説明にある「調整Jの解釈を事例か

らすることができている。

*筆者の考えにつながる事例として，直前の内容を指している選択肢オではなく，その前に述べら

れている事例の選択肢エを選択している児童が 71.1 %であった。このことは，筆者の意見を解釈

して事実をつなげて読むことができていなければ選択することはできなかったと考える。

*選択肢アを選択した児童は， rブ、ナの木が天に向かつて枝葉を広げていること」が「じようごjの

ょうと文中では述べられていることから， rじようごjが調整をする役目を果たしているものと解

釈したと考える。

3 成果と課題

(1)成果

.0次の活動を仕組むことにより，本単元の言語活動に向けての課題意識や興味・関心が形成され，

活動目標自体に必然性が生じ，児童に読むことの目的を意識させながら教材を学ばせることがで

きた

-抽象化した筆者の考えを具体的な言葉に置き換える「具体化Jという観点を設定することにより，

具体と抽象との関係から逆思考の読みをさせ，事実と意見との関係を読ませるのに有効であった。

筆者の主張と具体的な例根拠)を結びつけて読む

O覧 20弘 40% 

1学期 1回目譲F吋

1学期 2回目

60% 80% 100% 

調よくあてはまる

鵠ややあてはまる

溺あまりあてはまらない

置まったくあてはまらない

-学習前，学習後の児童の意識調査を集計すると「筆者の主張と具体的な例(根拠)を結び付けて

読む」ことについて，児童の肯定的評価が 66閥、ら 6叫に上がった。この結果から，逆思考の読み

方に対しての抵抗感が減った児童が増えたことが分かる。

(2幻)課題

.拍象化された筆者の考えにつながるキ一ワ一ドと具体例に共通するキ-ワ一ド

うだけでで、，筆者の考えと事例とがつながっていると読み取る児童がいた。そのため，筆者の考え

の根拠になる具体例の叙述をもとに解釈させることが不十分で、あった。

( 3 )改善点

・3つの筆者の考え全てを取り上げるのではなく，その中でも本時のねらいにせまることのできる

筆者の考えを 1つだけ取り上げ，それにつながる具体例を解釈させながら読み取る。
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